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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

ツイッター・フェイスブックでも市の情報
を発信しています。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時

（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　 ☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒 646-0028 高雄一丁目 23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒 646-1492 中辺路町栗栖川 396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課
　の一部窓口を19時まで延長しています。

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

電話案内サービス

　今月の表紙は、鬪雞神
社を見つめる平安衣装を
着た女性を撮影しまし
た。雨の日が続いていま
したが、撮影の日は見事
に晴天。太陽の光を浴び
る本殿と女性の姿がとて
も印象的でした。

追加登録を心待ちに

特
集

030814162226
お
し
ら
せ
ワ
イ
ド

ま
ち
の
話
題

お
し
ら
せ
ボ
ッ
ク
ス

子
育
て
ク
ラ
ブ
／
我
が
家
の
愛
ド
ル
／
た
な
べ
ス

マ
イ
ル
／
防
災
コ
ラ
ム
／
ま
ち
か
ど
特
派
員
／
た

な
べ
散
歩
／
図
書
館
へ
行
こ
う

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
／
田
辺
市
文

化
賞
受
賞
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
／
お
や
こ
食
育

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
／
第
25
回 

大
塔

地
球
元
気
村
２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す
／
再
就
職

準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す　

ほ
か

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
へ
向
け
て
／
梅
の
豊
作
と
産

地
繁
栄
を
願
い
各
地
で
P
R
／
開
館
か
ら
4
年

4
か
月
で
達
成
／
地
域
に
根
付
い
た
野
球
チ
ー

ム
が
誕
生
！　

ほ
か

市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
／
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
／
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
／
田
辺
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場
開
設
／
第
30
回
弁

慶
ま
つ
り　

参
加
者
募
集　

ほ
か

み
ん
な
の
広
場

相
談
日
程

広
報
田
辺  

平
成
28
年
7
月
号
・
も
く
じ

「
世
界
遺
産

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
追
加
登
録
に
向
け
て
」

　

一
昨
年
、世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
年
を
迎
え
た「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」。

　

こ
の
世
界
遺
産
に
、
新
た
に
5
か
所
が
、
追
加
の

登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
11
日
、
イ
コ
モ

ス
（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
）
の

事
前
審
査
で
は
「
承
認
」
の
勧
告
を
受
け
、
7
月
10

日
か
ら
20
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会

で
の
正
式
決
定
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
世
界
遺
産
の
新
た
な
登
録
予
定
地
や
地

域
の
取
組
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
新
た

に
登
録
さ
れ
る
い
に
し
え
の
場
所
に
出
掛
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

☆
◇
文
化
振
興
課 

文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

◇
観
光
振
興
課 

観
光
振
興
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

世
界
遺
産

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の

追
加
登
録
に
向
け
て

特
集
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　熊野三山への参詣道として最も頻繁に利用された
経路である「中辺路」のうち、大塔地区の鮎川から富
田川沿いに中辺路町北郡を経て滝尻に至る古道です。
　道沿いには、青

しょうめんこんごう

面金剛像の庚
こうしんとう

申塔をはじめ、
阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来像の日
ひまち く よ う

待供養塔や道
どうそしん

祖神、地蔵石仏等、
江戸時代以降の石造物が残されているほか、後白
河法皇の前世の髑

どくろ

髏が沈んでいたと伝えられる念
仏淵や法皇の頓

とんぐう

宮の伝承地が残されています。富
田川は、熊野参詣の際に水

み ず ご り

垢離をする神聖な川で、
熊
くまの ご こ う

野御幸が盛んな頃には幾度も川を渡り、水垢離
を行ったといわれています。

　熊野参詣道「中辺路」の潮見峠越ルート（三栖
方面から左会津川を上って潮見峠を経由し、中辺
路町栗栖川に至る）のうち、上三栖から長野の水ヶ
峠に至る約 16町の坂道です。
　長尾坂のうち、上三栖から長野の長尾に至る区
間は、一部に近世の石畳が残されているほか、歴
史の道保存整備事業により石畳道の復元整備が行
われています。坂の途中には、和歌山より 21里
の一里塚の跡や果樹畑の間を縫うように土道が残
されています。

　潮見峠越ルートのうち、捻
ねじき

木峠から潮見峠に至
る古道です。
　安珍を追って真

まなご

砂からここまできた清姫が、悔
しさのあまり念力で木をねじ曲げたという伝説の
ある捻木の杉や、役

えんのぎょうしゃ

行者の石像が残されているほ
か、捻木峠から潮見峠までの区間は、植林地内に
地道が良好に残っています。また、潮見峠は、本
宮からの旅行者にとって最初に海を望む景勝地で
あり、「西

さいごくさんじゅうさんしょめいしょずえ

国三十三所名所図会」にも往時の様子
を伝える鳥

ちょうかんず

瞰図が挿入されたように、その景観は
名勝的な意味合いがあります。

　湯
ゆのみね

峯温泉から本宮町久保野地区の東側の尾根筋
を北西に進み、三

みこし

越峠に至る約 8.5㎞の古道です。
　近世紀行文に数多く記述が残されるように、参
詣道として重要な位置を占めてきました。道沿い
の石の道

どうひょう

標や地蔵石仏は江戸時代のものですが、
久保野に残る安政 2年（1855 年）の道標は、こ
の地方には珍しい指差道標です。地獄坂付近には、
近世末と考えられる石畳・石段が残されています。
三越峠付近一帯の道が、大規模な崩落等により失
われていますが、献上茶屋付近から湯峯温泉まで
の尾根道は良好に残されています。

　市街地の東に鎮座し、祭神は伊
いざなみのみこと

邪那美命をはじ
めとする熊野十二神。古くから「権現さん」と呼
ばれて親しまれており、また、勝負運の神様とし
てもご利益があるといわれています。
　社殿は、この地方によく見られる特色を備え、
紀伊半島南部における寺社建築を考える上でも重
要な建築物です。境内地は、近世以来の景観を残
しているほか、社殿背後の仮

かりほやま

庵山には 12世紀末
から13世紀はじめにかけて経

きょうづか

塚が造られました。
神社に残る美術工芸品、祭礼である田辺祭も含め、
それら全てに高い文化財的価値があります。

　

平
成
16
年
7
月
、『
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
』
が
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
ま
し
た
。世
界
遺
産『
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
は
、

修
験
道
の
拠
点
で
あ
る
「
吉
野
・

大
峯
」、
熊
野
信
仰
の
中
心
地
で

あ
る
「
熊
野
三
山
」、
真
言
密
教

の
根
本
道
場
で
あ
る
「
高
野
山
」

の
三
霊
場
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
参
詣

道
、
そ
し
て
そ
の
周
囲
を
取
り
巻

く
「
文
化
的
景
観
」
か
ら
な
る
資

産
で
、
4
9
5
．
3
h
a
の
広

大
な
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
熊
野
参
詣
道
に
は
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

区
間
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
文
化

財
的
価
値
が
高
い
遺
跡
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、和
歌
山
県
で
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
参
詣
道
及
び
王

子
跡
の
調
査
等
を
実
施
し
、
追
加

登
録
の
条
件
と
な
る
国
の
文
化
財

指
定
を
目
指
し
ま
し
た
。
平
成
27

年
10
月
7
日
に
、
北ほ
く
そ
ぎ
ご
え

郡
越
、
長
尾

坂
、
潮し

お
み
と
う
げ

見
峠
越
、
赤
木
越
、
鬪
雞

神
社
の
5
か
所
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
世
界
遺
産

の
追
加
登
録
に
向
け
、
手
続
等
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
史
跡
熊
野
参
詣
道
を

本
来
あ
る
べ
き
姿
で
世
界
遺
産
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
が
、
世
界
遺

産
の
追
加
登
録
な
の
で
す
。

北郡越

長尾坂

潮見峠越

赤木越

鬪雞神社 追加登録までの経緯

熊野参詣道「中辺路」

赤木越

北郡越

潮見峠越
長尾坂

鬪雞神社

世界遺産登録箇所図
熊
野
参
詣
道
「
小
辺
路
」

大
峯
奥
駈
道

熊野参詣道「伊勢路」

熊野参詣道「大辺路」

熊
野
参
詣
道
「
紀
伊
路
」

…追加登録予定地

…既登録地

…参詣道
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追
加
登
録
予
定
地
の
長
尾
坂
が
あ
る

長
野
地
区
の
長
野
小
学
校
で
は
、
熊

野
古
道
を
教
材
と
し
た
地
域
学
習
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
語
り

部
学
習
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
子
供

た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
地
域
の
方
々
の
思
い
も
あ

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
習
に
励
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
自

身
が
長
野
地
域
の
熊
野
古
道
を
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
地
域
な
ど
に

配
っ
た
り
、
地
域
の
方
か
ら
い
わ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
長
尾
坂

を
歩
い
た
り
と
、
様
々
な
面
か
ら
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
学
習
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
子
供
た
ち
か
ら
は
「
長
野
は
素

敵
な
所
」「
こ
の
良
さ
を
も
っ
と
伝
え
た
い
」
な
ど
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

先
生
方
は
、「
こ
の
地
域
学
習
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
実
り
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
実
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
地

域
学
習
は
、
地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
り
、
将
来
、

子
供
た
ち
が
地
元
を
離

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

友
人
な
ど
に
ふ
る
さ
と

の
話
を
し
た
り
、
自
分

の
子
供
に
語
り
継
い
だ

り
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で

も
世
界
遺
産
の
追
加
登

録
は
、学
校
、子
供
た
ち
、

そ
し
て
地
域
に
と
っ
て
、

様
々
な
面
か
ら
地
域
を

学
ぶ
絶
好
の
機
会
と
な

る
で
し
ょ
う
。

新しく追加予定地域の地域学習、
語り部活動

追加登録が与える
地域への影響

　

世
界
遺
産
は
登
録
資
産
（
世
界
遺
産
の
本
体
）
と
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ

ゾ
ー
ン
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
、
世
界
遺
産
追
加
登
録
に
先
立
ち
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
熊
野
参
詣
道
中
辺
路
（
北
郡
越
、
長
尾
坂
、
潮

見
峠
越
、
赤
木
越
）
及
び
大
辺
路
（
鬪
雞
神
社
）
の
周
辺
を
景
観
保
全
地
区

に
指
定
し
ま
し
た
。　

湊交差点

県道田辺白浜線

仮庵山馬場

公園

鬪雞神社

 鬪雞神社の景観保全地区 　（　　　）の範囲内

長野小学校 6 年生
（写真右から）

寛
かんざ

座マリアさん
芝﨑萌

ほのか

果さん

バッファゾーンとは
　登録資産とその周辺の文化的景
観を保全するために設けられた範
囲（利用制限区域）のことです。
この範囲に建物や看板、その他の
工作物等を建てる場合は、一定の
基準内に収めていただくこととな
ります。

景観保全地区とは
　バッファゾーンを含む、参詣道
や社寺周辺の文化的景観の保全と
調和を図るため配慮していただく
範囲のことです。参詣道は道の両
側約 50 ｍ、鬪雞神社の景観保全地
区は右図のとおりとなっています。
　景観保全地区内において、建築
物等の新築・増改築や外壁の塗り
替え等を行う場合、屋外広告物を設置又は改修する場合、木竹等の伐採を行う場合には、高さや
色彩等を一定の基準に合わせていただくとともに、事前の申請が必要となります。

　長尾坂には、歴史がたくさんあってびっくりし
ました。いいところがいっぱいあるのに、知らな
い人が多いと思います。PR 部分は捻木峠です。こ
こから白浜が一望できるところがいいと思います。
　長野のことを、もっと多くの人に知ってもらい
たいです。　

追加登録記念イベント

　世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」への追
加登録を目指す 5か所の候補地の登録をお祝
いする記念イベントを催します。

　

私
た
ち
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
構
成
資
産
に
、

新
た
に
「
鬪
雞
神
社
」「
北
郡
越
」「
長
尾

坂
」「
潮
見
峠
越
」「
赤
木
越
」
の
登
録
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
各
種
団
体
で
構
成
す
る
本
協
議
会

で
は
、
今
年
2
月
の
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
、

世
界
遺
産
の
追
加
登
録
に
向
け
て
、
講
演

会
の
開
催
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活

動
な
ど
を
展
開
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
の
認
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
追
加
登
録
の

機
運
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
鬪
雞
神
社
が
追
加
登
録
さ
れ
れ

ば
、
初
め
て
街
な
か
に
世
界
遺
産
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
田
辺
の
玄

関
口
か
ら
熊
野
本
宮
大
社
ま
で
が
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
も
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
追
加
登
録
を
記
念
し
た
の
ぼ

り
や
横
断
幕
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
引

き
続
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
世
界
遺
産

追
加
登
録
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

田辺の玄関口から熊野本宮大社までをつなぎ
地域の活性化に

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」

☆ 7月 21日㊍
☆ 17時（飲食・物販コーナーは 16時 30分）
☆鬪雞神社境内、参道　ほか
☆記念式典に加え、ステージ上では各地の伝統
芸能を紹介し、参道には笠

かさほこ

鉾が並ぶほか、飲食・
物販や振る舞いコーナーを設けます。是非お越
しください。

田辺市世界遺産登録推進協議会

会長　橘 一郎さん

大塔太鼓

野中の獅子舞

笠鉾


